
成簣堂文庫蔵本慶長勅板日本書紀に施された訓点に
ついて

著者 杉浦 克己
雑誌名 放送大学研究年報
巻 14
ページ 190(47)-174(63)
発行年 1997-03-31
URL http://id.nii.ac.jp/1146/00007374/



成
貧
堂
文
庫
蔵
本
慶
長
勅
板
日
本
書
紀
に
施
さ
れ
た
訓
点
に
つ
い
て

成管堂文庫蔵本慶長勅板日本書紀に施された訓点について190（47）

は
じ
め
に

　
慶
長
勅
板
日
本
書
紀
は
、
後
陽
成
天
皇
の
勅
に
よ
り
慶
長
四
年
、
清
原

國
賢
の
手
で
ま
と
め
ら
れ
た
日
本
書
紀
神
代
巻
上
下
の
古
活
字
版
で
あ
っ

て
、
日
本
書
紀
版
本
の
嗜
矢
と
さ
れ
て
い
る
。
後
に
全
三
十
巻
の
古
活
字

版
が
慶
長
十
五
年
に
印
行
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
に
訓
点
を
施
し
整
版
と
し
た

も
の
が
寛
文
九
年
に
印
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
周
到
な
本
文
校
訂

と
勅
板
の
権
威
に
よ
っ
て
広
く
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
所
と
な
り
、
以
後

最
も
重
要
な
日
本
書
紀
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て
き
た
の
で

あ
っ
て
、
特
に
寛
文
九
年
版
本
は
初
版
以
降
数
度
に
わ
た
っ
て
再
刷
・
再

版
が
行
わ
れ
、
本
文
の
み
な
ら
ず
訓
読
の
面
に
於
い
て
も
、
近
・
現
代
に

至
る
ま
で
い
わ
ゆ
る
流
布
本
の
第
一
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る
。
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こ
れ
ら
一
連
の
版
本
の
基
と
な
っ
た
慶
長
四
年
古
活
字
版
は
、
も
と
も

と
の
印
行
も
あ
ま
り
多
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
現
代
に
於
い
て
は
版
本

の
中
で
は
か
な
り
稀
襯
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
徳
富
蘇
峰
の

旧
蔵
書
で
現
在
お
茶
の
水
図
書
館
に
置
か
れ
て
い
る
成
贅
堂
文
庫
に
蔵
さ

れ
る
一
本
は
、
数
少
な
い
善
本
の
一
で
あ
る
が
、
巻
上
下
全
編
に
わ
た
っ

て
朱
及
び
墨
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
及
び
仮
名
点
に
よ
る
訓
読
の
書
き
込
み
が

あ
る
。
本
稿
は
こ
の
細
管
堂
本
に
見
え
る
訓
読
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
、

そ
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
書
紀
（
特
に
神
代
巻
）
の
訓
読
の
変
遷

上
の
位
置
付
け
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
版
本
等
の
漢
文
本
文
に
書
き
込
ま
れ
た
訓
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
訓
読

や
解
釈
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
に
な
得
る
と
い
う
点
は
、
日
本
書
紀

に
つ
い
て
は
、
夙
に
黒
板
勝
美
博
士
｛
が
伴
信
友
校
本
（
寛
文
九
年
版
本

に
書
き
入
れ
）
等
を
例
に
挙
げ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
も
林
勉
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氏
｛
が
三
手
文
庫
本
（
写
本
）
に
見
え
る
契
沖
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
の

詳
細
な
ご
論
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
私
｛
も
架
蔵
の
寛
文
九
年
版
本
の

一
に
見
え
る
筆
者
不
詳
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
、
現
存
未
確
認
の
吉
田
凡

舜
写
日
本
書
紀
の
推
定
に
つ
な
が
る
旨
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
は

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
書
き
込
み
本
に
見
え
る
訓
点
の
、

訓
読
史
を
考
え
る
上
で
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

書
　
誌

　
雨
止
堂
文
庫
蔵
本
慶
長
勅
板
日
本
書
紀
神
代
巻
上
下
（
以
下
「
本
書
」

と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
）
は
、
昭
和
三
年
に
当
時
の
蔵
者
で
あ
る
徳
富
蘇
峰

に
よ
っ
て
、
東
京
神
田
の
書
騨
一
誠
堂
の
創
業
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て

墨
・
朱
二
色
に
よ
る
精
巧
な
複
製
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
以
下
の

考
察
も
専
ら
こ
の
複
製
に
よ
り
、
な
お
不
審
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
原
本

を
あ
た
る
形
で
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
同
複
製
本
は
発
行
者
が
一
誠
堂
主
人
酒
井
宇
吉
、
印
刷
が
蘇
峰
の
主
宰

す
る
石
面
社
、
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
複
製
刊
行
の
経
緯
に
つ
い

て
は
、
末
尾
に
付
さ
れ
た
蘇
峰
自
身
の
「
複
製
縁
起
」
に
そ
の
大
略
が
述

べ
ら
れ
、
酒
井
の
懇
請
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
複
製
刊
行
の
い
き
さ
つ
が
わ

か
る
。
蘇
峰
は
こ
れ
に
先
立
つ
大
正
十
三
年
に
、
丹
鶴
叢
書
本
日
本
書
紀

（
神
代
巻
上
下
二
冊
）
を
同
じ
く
民
友
社
版
と
し
て
二
色
版
で
複
製
刊
行

し
て
お
り
、
日
本
書
紀
特
に
神
代
巻
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
点
は
先
の
「
複
製
縁
起
し
の
更
に
後
に
付
さ
れ
た

「
日
本
書
紀
を
讃
む
し
な
る
一
文
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
本
書
は
美
濃
判
袋
綴
、
墨
付
巻
上
四
十
七
丁
、
巻
下
四
十
四
丁
（
國
賢

の
践
文
二
面
を
含
む
）
で
、
巻
上
内
表
紙
見
返
し
に
「
日
本
書
紀
／
慶
長

己
亥
／
季
春
新
刊
」
の
文
字
が
子
持
界
線
に
囲
ま
れ
て
大
書
さ
れ
、
複
製

本
で
は
更
に
そ
の
後
に
一
葉
遊
紙
が
あ
っ
て
、
「
一
誠
堂
／
創
業
二
十
五

／
周
年
記
念
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
複
製
で
は
巻
下

末
葉
の
後
に
蘇
峰
の
「
慶
長
勅
板
『
日
本
書
紀
』
複
製
縁
起
し
「
日
本
書

紀
を
讃
む
し
の
二
文
が
五
丁
に
わ
た
っ
て
複
製
本
文
部
分
と
同
じ
紙
質
で

洋
活
字
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
裏
表
紙
見
返
し
に
昭
和
三
年
の
刊
記

が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

　
本
文
は
一
面
八
行
、
一
行
十
七
文
字
詰
め
で
、
一
書
部
分
は
二
行
細
書

で
は
な
く
本
伝
と
同
じ
大
き
さ
の
文
字
を
用
い
て
い
る
。
訓
注
は
本
伝
部

分
で
は
二
行
細
書
す
る
が
一
書
部
分
で
は
細
書
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
点
は
以

後
の
寛
文
九
年
版
本
と
同
一
で
あ
る
が
、
一
書
部
分
を
本
伝
部
分
よ
り
二

文
字
下
げ
て
い
る
た
め
（
寛
文
九
年
版
本
及
び
そ
れ
以
降
の
諸
版
本
は
一

字
下
げ
）
全
体
の
割
り
付
け
ば
寛
文
九
年
版
本
と
は
一
致
し
な
い
。

　
巻
上
下
共
に
朱
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
及
び
声
点
・
区
切
り
点
、
墨
に
よ
る

片
仮
名
点
及
び
返
読
符
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
複
製
で
は
こ
れ
ら
も
含

め
て
精
巧
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
慶
長
四
年
勅
板
本
は
古
活
字
版
で
あ
り
、

も
と
も
と
は
無
点
で
あ
る
か
ら
、
訓
点
の
類
は
後
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
経
緯
を
示
す
奥
書
や
書
き
込
み
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の
類
は
な
い
。
た
だ
、
本
書
巻
上
第
一
丁
表
に
「
曼
珠
院
」
の
印
が
右
肩

及
び
内
題
二
行
目
下
に
あ
っ
て
、
伝
来
の
経
緯
を
示
す
手
が
か
り
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
蘇
峰
は
「
複
製
縁
起
」
で
、

　
且
つ
此
の
勅
版
に
は
曼
珠
院
密
書
の
印
記
あ
れ
ば
そ
の
由
来
す
る
所
、

亦
た
知
る
べ
し
。
曼
珠
院
は
…
（
中
略
）
・
・
⑦
由
緒
最
も
高
き

寺
院
に
し
て
、
本
書
は
恐
ら
く
は
後
前
成
天
皇
よ
り
、
當
時
の
法
親
王

に
賜
は
り
し
も
の
な
ら
む
。
そ
の
本
書
に
記
入
せ
ら
れ
た
る
両
面
訓
詰

の
如
き
も
、
何
人
の
手
に
な
る
や
を
詳
に
せ
ざ
る
も
、
減
た
必
ず
捺
る

所
の
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う

と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
管
見
の
限
り
曼
珠
心
関
係
の
資
料
に
よ
っ
て
も

本
書
書
き
込
み
の
由
来
に
関
し
て
資
す
る
べ
き
情
報
は
な
く
、
外
部
か
ら

こ
れ
を
辿
る
こ
と
は
現
在
ま
で
の
所
で
き
な
か
っ
た
。

漢
字
本
文

本
稿
は
書
き
込
ま
れ
た
訓
点
に
つ
い
て
の
考
察
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
古
活
字
に
よ
る
印
刷
漢
字
本
文
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
考
慮
し

て
い
な
い
が
、
訓
読
と
漢
字
本
文
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
も
確
か

で
あ
り
、
漢
字
本
文
に
つ
い
て
も
そ
の
概
略
を
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

本
書
の
漢
字
本
文
は
、
他
の
諸
伝
本
と
比
較
し
た
場
合
、
後
に
整
版
と

し
て
上
梓
さ
れ
た
寛
文
九
年
版
本
に
最
も
近
く
、
大
略
に
お
い
て
一
致
す

る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
で
は
、
弘
安
本
（
心
奥
本
）
、
乾
元
本
（
兼
夏
本
）

等
の
い
わ
ゆ
る
吉
田
本
系
統
の
代
表
的
な
諸
古
本
に
も
近
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
て
、
本
書
の
漢
字
本
文
は
、
こ
れ
ら
吉
田
本
系
統
の
諸
本
に
お
い

て
本
文
の
不
審
箇
所
に
つ
い
て
校
異
と
し
て
書
き
込
ま
れ
た
注
記
の
類
な

ど
を
斜
酌
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
書
独
自
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、
該

当
の
個
所
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
巻
上
三
十
二
丁
表
七
行
（
宝
鏡
開
始
章

一
書
第
三
）
に
見
え
る
「
忙
し
字
（
お
そ
ら
く
前
行
の
近
傍
箇
所
に
あ
る

「
女
」
字
に
引
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
）
で
は
、
墨
に
よ
る
書
き
込
み
で

「
如
」
字
の
頭
注
記
が
あ
っ
て
、
訓
点
を
書
込
む
際
に
本
文
に
つ
い
て
も

顧
慮
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
、
寛
文
九
年
版
本
で
「
波
恵
那
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
（
巻
上
二

十
七
丁
裏
二
行
右
・
宝
鏡
開
始
章
本
伝
、
「
殿
」
字
へ
の
訓
注
）
は
他
の

諸
本
で
は
皆
「
波
那
豆
」
と
な
っ
て
い
て
不
審
で
あ
る
が
、
本
書
で
も

「
波
那
豆
し
（
巻
上
三
十
丁
表
七
行
左
）
と
な
っ
て
い
て
、
寛
文
九
年
版
本

の
そ
れ
は
本
書
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
整
版
の
際
の
独
自
の
誤
刻

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
一
。

訓
点
の
概
略

本
書
に
施
さ
れ
た
訓
点
は
、
朱
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
・
声
点
・
区
切
り
点
・
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合
点
・
合
点
、
墨
に
よ
る
片
仮
名
点
・
返
読
符
が
主
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
内
朱
点
は
、
ヲ
コ
ト
点
・
区
切
り
点
は
星
点
で
あ
る
の
に
対
し
、
声
点

は
横
点
で
訓
注
部
分
及
び
歌
謡
の
万
葉
仮
名
表
記
の
本
文
に
施
さ
れ
て
い

る
。
墨
の
仮
名
点
は
同
一
箇
所
に
第
二
訓
第
三
訓
を
併
記
す
る
こ
と
は
巻

上
冒
頭
の
一
葉
を
除
く
と
ご
く
希
で
あ
り
、
乾
元
本
等
に
見
え
る
万
葉
仮

名
訓
の
併
記
も
な
い
。
ま
た
ご
く
少
数
で
は
あ
る
が
、
本
文
の
校
異
に
関

係
す
る
と
思
わ
れ
る
頭
注
が
巻
上
に
一
箇
所
、
巻
下
に
二
箇
所
各
々
墨
で
、

ま
た
一
書
の
章
段
番
号
を
開
始
位
置
に
「
第
一
」
「
第
二
」
の
よ
う
に
朱

で
頭
書
し
た
例
が
巻
下
天
孫
降
臨
章
に
つ
い
て
の
み
見
え
る
。

　
墨
点
は
書
体
・
墨
色
か
ら
推
し
て
は
全
編
に
わ
た
っ
て
一
筆
と
考
え
ら

る
。
朱
点
に
つ
い
て
は
書
き
癖
を
表
す
ほ
ど
に
豊
富
な
形
態
は
看
取
で
き

な
い
が
、
筆
跡
は
一
定
で
、
こ
れ
も
一
筆
と
見
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。
ま

た
、
加
点
密
度
は
上
下
両
巻
の
全
編
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
均
一
で
、
加
点
の

態
度
の
…
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
瞥
の
限
り
、
片
仮
名
点
は
寛
文
九
年
版
本
の
そ
れ
に
近
く
、
ま
た
ヲ

コ
ト
点
及
び
声
点
は
、
弘
安
本
（
撃
方
本
）
・
乾
元
本
（
兼
夏
本
）
な
ど

い
わ
ゆ
る
吉
田
本
系
統
の
の
そ
れ
に
近
い
よ
う
に
見
え
、
こ
れ
ら
の
い
ず

れ
か
に
依
っ
て
施
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
全
体
の

加
点
数
の
上
に
も
現
れ
て
い
る
。
全
体
の
加
点
状
況
を
、
単
語
を
単
位
に

他
の
諸
伝
本
と
比
較
す
る
と
、

〈
加
点
単
語
総
数
〉

／

ヲ
コ
ト
点
　
　
　
’

片
仮
名
点

両
者
併
用

本
　
　
書

四
〇
一
七

一
一
二
五
三

な
　
し

弘
安
本

六
六
九
五

一
〇
一
二
五

二
四
一

乾
元
本

六
四
七
一

一
一
〇
八
八

二
七
七

水
戸
本

六
一
八
二

九
四
七
七

二
一
〇

寛
文
版
本

一
九
六
六
七

の
よ
う
で
あ
り
、
ヲ
コ
ト
点
を
先
行
の
諸
写
本
か
ら
、
仮
名
書
を
寛
文
版

九
年
本
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
取
捨
し
な
が
ら
採
っ
た
と
見
る
と
首
肯

で
き
る
数
で
は
あ
る
。

　
こ
の
点
は
実
際
の
加
点
例
を
見
る
と
さ
ら
に
明
ら
か
な
の
で
あ
っ
て
、

本
書
で
は
、

古凡

　
（
天
地
開
闘
章
本
伝
・
巻
上
一
丁
表
三
）

片
仮
名
点
　
イ
ニ
シ
ヘ
ニ

ヲ
コ
ト
点
　
　
・
。
。
。
に

　
（
天
地
開
開
章
本
伝
・
巻
上
一
丁
裏
二
）

片
仮
名
点
　
ス
ヘ
テ

ヲ
コ
ト
点
　
。
。
て



一
書
　
　
（
天
地
開
關
章
一
書
第
一

　
片
仮
名
点
　
ア
ル
フ
ミ
ニ

　
ヲ
コ
ト
点
　
・
の
。
・
に

・
巻
上
一
丁
裏
毛
　
他
）

え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。

朱
　
点
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等
の
よ
う
に
ヲ
コ
ト
点
と
片
仮
名
点
が
重
複
し
て
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が

多
く
見
ら
れ
、
ま
た
他
の
古
本
で
見
え
る
、

汝
身
イ
マ
シ
が
ミ
ニ
　
（
乾
元
本

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

大
八
洲
生
成
章
本
伝
）
｛

の
よ
う
な
、
ヲ
コ
ト
点
と
片
仮
名
点
を
組
み
合
わ
せ
た
併
用
訓
は
左
記
の

表
に
も
示
し
た
よ
う
に
本
書
に
は
見
え
ず
、

汝
身

の
よ
う
に
、

　
（
本
書

片
仮
名
点

ヲ
コ
ト
点

巻
上
五
丁
表
一
行
）

イ
マ
シ
ガ
ミ
ニ

。
　
。
　
。
、
、
》
　
。
　
こ

　
　
　
カ
　
　
一

点
か
ら
推
し
て
、

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

漢
字
の
み
な
ら
ず
墨
の
片
仮
名
訓
の
右
肩
に
少
数
例
で
は
あ
る
が
見
え
こ

と
か
ら
、
加
点
の
順
序
は
墨
訓
が
先
、
朱
点
が
後
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
か
ら
本
稿
で
は
、
朱
点
と
墨
点
が
別
々
に
施
さ
れ
た
も
の
｛
と
考

ヲ
コ
ト
点
が
片
仮
名
点
の
そ
れ
に
重
複
し
て
施
さ
れ
て
い
る

　
　
本
書
は
ヲ
コ
ト
点
と
片
仮
名
点
は
別
々
の
底
本
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
朱
の
合
点
が
本
文

ヲ
コ
ト
点

　
本
書
朱
点
に
見
え
る
ヲ
コ
ト
点
は
、
星
点
の
み
で
あ
っ
て
、
長
点
や
鈎

点
は
認
め
ら
れ
な
い
。
弘
安
本
・
乾
元
本
な
ど
先
行
す
る
日
本
書
紀
神
代

巻
の
諸
本
に
見
え
る
ヲ
コ
ト
点
と
比
較
し
て
、
先
ず
こ
の
点
が
大
き
く
異

な
る
。

　
星
点
は
、

〈
成
贅
堂
文
庫
蔵
本
慶
長
勅
板
日
本
書
紀
　
朱
点
ヲ
コ
ト
点
図
〉

に甲………斧を

lli　v’　ep，

　㊧・一一…一一㊧・一………………㊧は

て　　　す
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の
よ
う
に
帰
納
で
き
、
い
わ
ゆ
る
第
四
群
言
（
紀
伝
点
）
で
あ
っ
て
、
先

行
の
日
本
書
紀
響
町
本
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

　
明
ら
か
な
誤
点
と
思
し
い
例
は
な
く
、
周
到
綿
密
に
施
さ
れ
た
も
の
と

う
か
が
え
る
。
他
の
先
行
諸
毒
悪
と
比
較
し
た
場
合
、
加
点
箇
所
が
全
編

に
わ
た
っ
て
完
全
に
一
致
す
る
も
の
は
な
く
、
何
ら
か
の
底
本
に
依
り
つ

つ
も
こ
れ
を
転
写
す
る
の
で
は
な
く
、
独
自
の
見
識
に
依
っ
て
注
し
た
も

の
と
見
え
る
。
特
に
例
え
ば
巻
上
神
代
七
世
章
等
で
神
名
が
連
続
す
る
よ

う
な
場
合
、
「
云
…
尊
と
」
の
形
の
「
と
」
の
読
み
添
え
を
二
冷
め

以
降
省
略
す
る
伝
本
が
多
い
中
で
、
本
書
で
は
各
々
に
つ
い
て
省
略
無
し

に
注
す
場
合
が
多
い
点
等
は
、
加
点
態
度
の
一
端
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ

る
と
共
に
、
機
械
的
に
移
点
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
読
み
下
し
つ
つ

注
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
本
書
書
き
込
み
の
ヲ
コ
ト
点
は
片
仮
名

点
と
組
み
合
わ
せ
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
に
、
自
立
語
の
類

の
例
は
、
「
ス
ナ
ハ
チ
（
す
…
）
」
「
サ
ラ
ニ
（
・
・
に
）
」
等
を
除
く

と
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
書
紀
の
諸
悪
本
に
見
え
る
訓
読
を
比
較
し
て
み
る
と
、
諸
本
間
の

差
異
が
比
較
的
顕
著
に
現
れ
る
傾
向
の
強
い
項
目
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

は
既
に
幾
度
か
述
べ
た
こ
と
｛
が
あ
る
。
本
書
書
き
込
み
の
ヲ
コ
ト
点
に

つ
い
て
、
こ
れ
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
事
項
と
し
て
は
、
「
而
・
之
・

干
」
字
等
の
い
わ
ゆ
る
助
字
の
類
の
扱
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
助
字
の
類
に
関
わ
る
例
で
、
弘
安
本
・
乾
元
本
等
の
先
行
諸
本
に
見
え

る
ヲ
コ
ト
点
訓
と
本
書
書
き
込
み
の
そ
れ
を
比
較
し
て
み
る
と
、
差
異
が

顕
著
な
点
と
し
て
は
「
而
」
を
「
し
か
う
し
て
」
と
訓
む
場
合
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
「
耀
し
字
に
つ
い
て
「
て
」
の
ヲ
コ
ト
点
は
助
詞
「
て
」

を
表
す
も
の
と
「
し
か
う
し
て
」
の
意
で
注
さ
れ
た
も
の
と
が
あ
る
が
、

本
書
に
見
え
る
ヲ
コ
ト
点
で
は
「
而
」
字
へ
の
加
点
例
は
前
者
の
助
詞

「
て
」
の
み
で
後
者
は
見
え
ず
、
前
後
関
係
か
ら
「
し
か
う
し
て
」
と
訓

む
べ
き
と
思
し
い
箇
所
は
無
点
と
な
っ
て
い
る
（
後
述
の
墨
に
よ
る
片
仮

名
点
で
「
シ
カ
ウ
シ
テ
」
と
訓
め
る
加
点
例
は
あ
る
。
）
。
ま
た
本
書
に
は

「
干
」
字
に
「
に
」
等
を
注
し
た
例
も
見
え
ず
（
片
仮
名
訓
で
実
訓
に
訓

ん
だ
例
も
な
い
。
）
、
こ
れ
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
除
く
と
へ
本
書
に
見
え
る
朱
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
ほ
ぼ
先
行
の

吉
田
本
系
統
の
諸
本
と
同
様
で
あ
る
が
、
底
本
の
ま
ま
に
移
点
し
た
も
の

で
は
な
く
、
加
点
者
が
一
定
の
見
識
の
下
に
取
捨
し
な
が
ら
注
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
傾
向
は
、
ヲ
コ
ト
点
は
「
す
な
は
ち
」
「
さ
ら
に
」
「
こ

と
し
等
の
一
部
の
語
を
除
い
て
専
ら
助
詞
・
助
動
詞
等
に
限
っ
て
（
い
わ

ゆ
る
（
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
の
類
に
限
っ
て
）
注
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
な
る

べ
く
そ
れ
を
綿
密
に
施
そ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

で
あ
る
。

声
点
　
本
書
に
は
朱
に
よ
っ
て
、
六
首
の
歌
謡
の
全
て
（
巻
上
一
首
、
巻
下
五

首
）
の
各
々
全
文
、
及
び
訓
注
の
万
葉
仮
名
表
記
部
分
の
う
ち
巻
上
七
十
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箇
所
、
巻
下
二
十
四
箇
所
（
部
分
加
点
も
含
む
）
に
声
点
が
付
さ
れ
て
い

る
。
声
点
は
「
上
（
左
肩
）
」
「
平
（
右
肩
）
」
の
二
種
で
あ
り
、
こ
れ
は

他
の
日
本
書
紀
諸
伝
本
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

　
こ
の
朱
の
声
点
は
ヲ
コ
ト
点
の
よ
う
な
星
点
で
は
な
く
横
方
向
の
長
点

が
主
で
あ
る
。
弘
安
本
（
兼
方
本
）
及
び
乾
元
本
（
兼
方
本
）
を
は
じ
め

と
す
る
い
わ
ゆ
る
吉
田
本
系
統
の
諸
伝
本
で
は
、
歌
謡
・
訓
注
の
万
葉
仮

名
部
分
に
注
さ
れ
た
声
点
は
一
般
に
長
点
で
、
本
書
の
そ
れ
も
、
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

に
加
点
箇
所
、
位
置
（
壼
）
共
に
よ
く
一
致
す
る
｛
。

　
た
だ
本
書
の
巻
上
に
は
八
箇
所
に
つ
い
て
星
点
及
び
圏
点
を
用
い
た
と

こ
ろ
が
あ
つ
で
、
こ
れ
は
特
に
巻
上
の
前
半
に
比
較
的
多
い
。

　
星
点
は
、

美
武
須
砒
　
上
上
上
平

鳥
等
孤
　
平
平
平

鳥
等
鳴
平
平
○

（
二
丁
裏
六
行
・
天
地
開
開
章
一
書
第
四
）

（
四
丁
裏
三
行
左
・
大
八
洲
生
成
章
本
伝
）

（
四
丁
裏
八
行
左
・
大
八
洲
生
成
章
本
伝
）

及
び
、
一
箇
所
の
中
に
長
点
と
星
点
を
混
用
し
た
例
が
、

美
都
波
（
十
一
丁
裏
六
行
・
四
神
出
生
章
一
書
第
二
）

　
　
「
美
」
「
都
」
字
に
各
々
長
点
で
「
上
」

　
　
「
波
」
字
に
星
点
で
「
上
」

笹
葺
能
美
裏
磨
（
十
八
丁
表
三
行
、
四
神
出
生
章
一
書
第
七
）

「
宇
」
「
介
」
字
に
各
々
星
点
で
「
平
」

「
施
」
「
磨
し
字
に
各
々
長
点
で
「
上
」

多
那
須
異
能
余
早
岐
羅
砒
（
巻
上
三
十
四
丁
表
八
行
、
宝
鏡
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
章
一
書
第
二
）

　
　
「
余
」
「
之
」
字
に
各
々
星
点
で
「
平
」

　
　
「
岐
し
字
に
星
点
で
「
上
」

　
　
「
多
」
「
那
」
字
に
各
々
長
点
で
「
平
」

　
　
「
須
」
「
毒
し
「
能
」
「
諒
し
「
砒
」
字
各
々
に
長
点
で
「
上
」

の
三
箇
所
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
二
例
め
の
「
宇
」
「
介
」
字
、
三
例

め
の
「
羅
」
字
へ
の
加
点
は
、
一
旦
星
点
で
打
と
う
と
し
た
も
の
を
長
点

に
直
し
た
よ
う
な
逡
巡
の
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
点
は
複
製
本
で

も
看
取
で
き
る
が
、
原
本
に
あ
た
る
と
一
層
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

長
点
と
見
る
と
明
ら
か
な
星
点
は
先
の
三
例
及
び
「
美
都
波
」
の
「
波
」

字
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
ゆ

　
圏
点
は
、

　
　
磯
八
二
嶋
（
四
丁
裏
一
行
・
大
八
洲
生
成
章
本
伝
）

　
　
　
コ
搬
し
字
に
星
点
で
「
平
」

　
　
　
「
駅
」
「
盧
」
「
嶋
」
字
に
各
々
圏
点
で
「
平
し

の
例
の
み
に
見
え
る
が
、
こ
の
一
箇
所
の
み
は
訓
注
の
万
葉
仮
名
部
分
で
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は
な
く
本
文
内
の
文
字
へ
の
加
点
で
あ
る
。

　
声
点
の
注
記
に
星
点
と
長
点
を
両
用
し
、
更
に
一
箇
所
に
混
用
し
た
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

を
持
つ
手
本
と
し
て
は
、
鈴
木
理
屈
に
よ
れ
ば
く
明
徳
本
（
阪
本
龍
門
文

庫
本
）
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
同
本
の
加
点
は
こ
こ
に
挙
げ
た
本
書

の
六
例
と
良
く
重
な
る
が
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。
ま
た
明
徳
本
で
は

「
畷
駅
盧
嶋
」
の
箇
所
に
圏
点
を
注
す
点
も
本
書
と
同
一
で
あ
る
が
、
明

徳
本
の
そ
れ
は
墨
点
（
同
本
の
他
の
声
点
は
朱
）
で
あ
る
点
が
疑
問
と
し

て
残
り
、
「
鍛
」
字
も
含
め
圏
点
で
あ
っ
て
本
書
と
は
一
致
し
な
い
。
ま

た
、
他
の
諸
本
か
ら
も
管
見
の
限
り
積
極
的
に
こ
の
部
分
の
星
点
を
に
つ

い
て
の
証
左
は
見
い
出
し
得
ず
、
本
書
の
星
点
は
不
審
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

　
こ
の
点
を
除
け
ば
、
本
書
の
万
葉
仮
名
部
分
に
注
さ
れ
た
声
点
は
、
吉

田
本
系
統
の
何
本
か
に
依
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
弘
安
本
と

乾
元
本
で
は
例
え
ば
、

阿
摩
能
無
佐
圖
羅
（
巻
上
四
神
出
生
章
一
書
第
三
訓
注
）

　
　
弘
安
本
　
平
平
平
上
上
上
平

　
　
乾
元
本
　
平
平
玉
上
上
上
○

等
の
よ
う
に
、
相
互
に
加
点
が
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
部
分

に
つ
い
て
本
書
は
、

　
　
　
本
書
朱
点
　
平
平
平
上
上
上
平
（
巻
上
十
二
丁
表
三
行
）

の
よ
う
に
弘
安
本
の
そ
れ
に
一
致
し
て
お
り
、
明
徳
本
も
同
様
で
あ
る
。

他
の
同
様
の
箇
所
に
つ
い
て
も
同
じ
傾
向
が
見
え
る
。
従
っ
て
声
点
に
限
っ

て
み
る
と
、
弘
安
本
あ
る
い
は
明
徳
本
の
そ
れ
に
よ
り
近
い
と
言
え
る
こ

と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

　
な
お
、
弘
安
本
・
乾
元
本
・
明
徳
本
に
は
こ
こ
に
挙
げ
た
よ
う
な
万
葉

仮
名
部
分
の
他
に
も
、
同
じ
訓
注
の
被
注
漢
字
に
つ
い
て
注
さ
れ
た
声
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

の
例
が
見
え
る
が
本
書
に
は
該
当
の
例
は
な
い
｛
。
従
っ
て
、
本
書
が
こ

れ
ら
の
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
謡
本
か
を
底
本
と
し
て
い
る
と
し

て
も
、
万
葉
仮
名
部
分
の
み
を
選
択
的
に
採
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な

る
。そ

の
他
の
朱
点

　
以
上
の
他
に
本
書
に
見
え
る
朱
点
に
は
熟
合
符
及
び
区
切
り
点
が
あ
る
。

先
ず
前
者
の
熟
合
符
で
あ
る
が
、
本
書
の
そ
れ
に
は
朱
の
他
に
墨
に
よ
る

も
の
も
あ
る
。
一
般
に
、
熟
合
符
は
文
字
の
当
該
熟
語
の
漢
字
間
の
左
側

を
繋
ぐ
縦
線
と
中
程
を
繋
ぐ
縦
線
を
使
い
分
け
、
音
合
・
熟
合
を
示
し
た

り
、
固
有
名
の
う
ち
人
名
と
地
名
を
示
し
分
け
た
り
す
る
例
が
あ
る
が
、

本
書
書
き
込
み
の
朱
点
は
全
て
中
線
で
、
こ
の
よ
う
な
使
い
分
け
は
な
い
。

墨
点
で
は
こ
の
左
と
中
の
使
い
分
け
が
見
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に

拠
っ
た
も
の
か
判
然
と
し
な
い
例
が
多
く
、
一
部
に
は
同
一
箇
所
に
左
と

中
の
二
線
が
共
に
注
さ
れ
る
も
の
も
あ
っ
て
、
複
数
の
底
本
に
拠
っ
た
も
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の
か
と
も
思
わ
せ
る
。
な
お
、
朱
と
墨
の
二
種
が
共
に
注
さ
れ
た
例
は
更

に
多
く
、
こ
れ
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
双
方
が
別
々
に
注
さ
れ
て
で

あ
ろ
う
こ
と
の
証
左
と
も
言
え
る
。

　
た
だ
、
寛
文
九
年
版
本
及
び
弘
安
本
・
乾
元
本
な
ど
と
比
較
し
た
場
合
、

本
書
の
熟
合
符
の
加
点
密
度
は
墨
・
朱
共
か
な
り
低
く
、
何
れ
の
場
合
も

書
き
込
み
者
が
選
択
し
て
施
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
た
、
区
切
り
点
は
朱
の
星
点
の
み
が
見
え
る
が
、
こ
れ
も
熟
合
符
同

様
あ
ま
り
加
点
密
度
は
高
く
な
い
。
区
切
り
点
に
つ
い
て
は
、
当
該
漢
字

の
「
中
墨
」
と
「
左
下
」
（
希
に
は
「
右
下
」
も
）
を
使
い
分
け
、
近
現

代
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
の
句
点
と
読
点
の
よ
う
に
区
別
し
て
用
い
る

も
の
が
い
く
つ
か
あ
っ
て
、
加
点
の
系
統
考
え
る
上
で
の
手
が
か
り
と
な

る
場
合
が
あ
る
が
、
本
書
で
は
「
中
鷺
」
点
の
み
で
あ
っ
て
こ
の
区
別
は

無
く
、
こ
の
点
か
ら
本
書
朱
点
の
加
点
の
経
緯
を
考
え
る
こ
と
は
難
し
い

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
区
切
り
点
が
注
さ
れ
た
箇
所
も
そ
の
基
準
が
一
定
せ

ず
、
加
点
密
度
の
低
さ
と
も
相
侯
っ
て
、
区
切
り
点
同
様
、
周
到
な
も
の

と
は
み
な
し
難
い
。

片
仮
名
点
（
墨
点
）

仮
名
字
体

　
仮
名
字
体
は
近
世
頃
の
片
仮
名
の
特
色
を
持
っ
て
い
て
、
異
体
の
仮
名

を
併
用
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ネ
は
「
子
」
を
、
「
シ
」
は
現
代

の
書
体
の
二
画
目
の
点
と
三
画
目
の
右
上
は
ね
を
一
筆
に
、
「
ヲ
」
の
第

一
画
面
横
線
で
二
画
が
「
フ
」
字
形
、
な
ど
、
洋
活
字
が
｝
般
化
す
る
明

治
頃
よ
り
は
以
前
の
一
般
的
な
書
体
で
あ
る
。
印
象
の
上
で
は
、
寛
文
九

年
版
本
の
片
仮
名
訓
に
見
え
る
そ
れ
よ
り
は
幾
分
時
代
が
降
っ
た
、
江
戸

時
代
中
期
以
降
の
筆
か
と
も
思
わ
れ
る
が
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。

　
ま
た
本
書
片
仮
名
訓
に
は
濁
点
（
右
上
二
点
）
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お

り
、
濁
音
と
お
ぼ
し
い
仮
名
に
つ
い
て
の
濁
点
の
付
与
密
度
は
寛
文
九
年

版
本
の
そ
れ
よ
り
か
な
り
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て

も
、
本
書
片
仮
名
点
が
寛
文
九
年
版
本
よ
り
か
な
り
降
る
も
の
で
は
な
い

か
、
と
推
測
さ
れ
る
が
、
整
版
本
の
仮
名
訓
に
施
さ
れ
た
濁
点
は
版
そ
れ

自
体
の
問
題
だ
け
で
な
く
摺
刷
の
具
合
に
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

本
書
の
よ
う
な
筆
書
と
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
。

合
字
・
訓
字

　
仮
名
点
の
内
に
見
え
る
合
字
に
は
「
シ
テ
」
「
コ
ト
」
「
シ
メ
」
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
シ
メ
」
は
巻
上
四
神
出
生
章
一
書
第
十
一
（
二
十
二
丁
裏
二

行
）
の
「
看
」
字
へ
の
左
訓
「
ミ
セ
シ
メ
タ
マ
フ
」
に
見
え
る
一
例
の
み

で
あ
り
、
同
箇
所
の
右
訓
「
ミ
シ
メ
タ
マ
フ
」
に
は
合
字
が
用
い
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
し
て
も
特
殊
な
例
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
寛
文
九
年

版
本
で
は
合
字
と
し
て
「
シ
テ
し
「
コ
ト
」
の
他
に
「
ト
モ
（
ド
モ
）
」
が

見
え
る
点
が
本
書
と
異
な
っ
て
い
る
。

　
訓
字
と
し
て
は
本
書
に
は
「
云
（
イ
フ
）
」
「
宣
（
ノ
タ
マ
フ
）
」
「
玉
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（
タ
マ
フ
）
」
「
申
（
マ
ウ
ス
）
」
が
見
え
る
が
、
こ
の
う
ち
「
玉
」
字
の

「
タ
マ
フ
」
は
「
ノ
玉
フ
（
ノ
タ
マ
フ
）
し
の
形
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、

本
書
の
訓
字
は
「
イ
フ
」
及
び
そ
の
敬
譲
語
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
寛
文
九
年
版
本
で
は
「
云
」
「
宣
」
の
他
に
「
玉
」
字
が

「
ノ
タ
マ
フ
」
以
外
に
も
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
に
も
用
い
ら
れ
る
他
、

更
に
「
寸
（
ト
キ
）
」
が
見
え
、
ま
た
各
々
一
例
の
み
で
あ
る
が
「
上

（
ノ
ボ
ル
）
」
「
心
（
コ
コ
ロ
）
」
が
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
本
書
が
、
訓
字

の
う
ち
、
「
イ
フ
」
及
び
類
似
の
表
現
に
つ
い
て
の
み
を
選
択
的
に
採
用

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
こ
れ
ら
は
会
話
文
に
前
後
す
る
「
…

ト
イ
フ
」
の
よ
う
な
形
に
集
中
し
て
お
り
、
本
書
片
仮
名
点
に
見
え
る
訓

字
は
、
か
な
り
限
定
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

字
音
の
表
記

　
日
本
書
紀
の
訓
読
は
一
般
に
訓
読
み
の
み
が
用
い
ら
れ
、
字
音
読
み
が

ご
く
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
訓
注
部
分
の
被
注
漢
字
に
つ
い
て
は
こ
れ
を

音
読
み
と
す
る
石
壁
が
あ
っ
て
、
こ
の
音
読
み
の
有
無
及
び
字
音
の
仮
名

表
記
が
当
該
の
訓
点
の
系
統
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
に
な
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
以
前
に
拙
考
を
何
回
か
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
特
に
こ
の
中

で
も
機
音
韻
尾
の
表
記
は
諸
本
間
の
差
異
が
顕
著
で
あ
る
。

　
本
書
仮
名
点
に
は
重
な
り
数
で
三
〇
二
文
字
の
被
注
漢
字
に
つ
い
て
字

音
表
記
が
見
え
る
。
こ
の
う
ち
棲
音
韻
尾
に
関
わ
る
例
は
七
六
例
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
韻
尾
の
表
記
は
全
て
「
ン
」
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
寛
文
九

年
版
本
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
「
ン
」
表
記
と
「
ム
」
表
記
を
使

い
分
け
る
先
行
の
吉
田
本
系
統
の
諸
本
、
及
び
「
一
こ
表
記
や
「
ヌ
」
表

記
を
併
用
す
る
江
戸
時
代
後
期
以
降
の
注
釈
書
の
類
と
も
異
な
っ
て
お
り
、

本
書
仮
名
点
は
寛
文
九
年
版
本
に
依
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
さ

せ
る
。

　
し
か
し
、
母
音
の
表
記
以
外
の
点
で
は
、
例
え
ば
、

　
　
　
本
書

貴
　
　
ク
ヰ

揮
　
　
ク
ヰ

寛
文
版

キキ

弘
安
本
な
ど

ク
ヰ
　
　
（
巻
上
四
神
出
生
章
本
伝
）

ク
ヰ
　
　
　
（
巻
上
四
神
出
生
章
一
書
第
七
）

な
ど
の
よ
う
に
、
先
行
の
吉
田
本
系
統
の
そ
れ
に
一
致
す
る
も
の
も
少
数

で
は
あ
る
が
見
え
る
。
た
だ
こ
れ
ら
は
、
積
極
的
に
寛
文
九
年
版
本
以
外

の
何
本
か
を
第
二
の
底
本
と
し
て
用
い
た
こ
と
の
証
左
と
ま
で
は
み
な
し

得
ず
、
む
し
ろ
寛
文
九
年
版
本
に
依
り
つ
つ
も
、
書
き
入
れ
者
が
独
自
に

補
訂
を
加
え
つ
つ
、
仮
名
点
を
注
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

語
彙
及
び
文
法
関
連
事
項

　
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
本
書
書
き
入
れ
の
仮
名
点
は
寛
文
九
年
版
本
に

依
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
使
用
さ
れ
る
語
彙
や
文
法
事
項
上
の
特
色
も
良

く
一
致
す
る
点
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
完
全
に
同
一
で
は
な
く
、
い
く
つ

か
の
部
分
で
は
異
な
る
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
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そ
の
中
で
も
最
も
顕
著
な
の
は
、
本
書
仮
名
点
に
は
活
用
語
の
音
便
形

の
う
ち
促
音
便
に
つ
い
て
こ
れ
を
「
ツ
」
で
表
記
し
た
例
が
見
え
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
寛
文
九
年
版
本
で
は
、
促
音
便
形
に
は
「
ツ
」
表
記

と
無
表
記
が
あ
り
、
後
者
は
「
以
（
モ
テ
）
」
「
因
（
ヨ
テ
）
」
な
ど
比
較

的
頻
度
の
高
い
定
型
的
な
形
に
集
中
し
て
見
え
、
他
の
動
詞
類
の
連
用
形

促
音
便
＋
テ
の
形
に
は
「
成
（
ナ
ッ
テ
）
」
「
凝
（
コ
ツ
テ
）
」
「
返
（
カ
ヘ

ツ
テ
）
」
等
の
よ
う
に
「
ツ
」
表
記
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
書

で
は
こ
れ
は
見
え
ず
、

成
（
ナ
リ
テ
）
　
巻
上
一
丁
表
六
（
天
地
開
葉
書
本
伝
）

凝
（
コ
リ
テ
）
　
巻
上
四
丁
築
盛
（
神
聖
七
代
章
　
書
第
三
）

の
よ
う
な
非
音
便
形
か
、
あ
る
い
は
促
音
便
の
場
合
に
は
、

返
（
カ
ヘ
テ
）
　
巻
上
四
丁
裏
六
（
大
八
洲
生
成
章
本
伝
）

の
よ
う
に
無
表
記
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
先
行
す
る
吉
田
本
系
統
諸
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
そ
れ
と
同
様
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
動
詞
連
用
形
＋
テ
の
形

以
外
に
も
見
え
、
例
え
ば
「
貴
し
字
に
つ
い
て
、
寛
文
九
年
版
本
が
「
タ

ツ
ト
キ
」
と
す
る
所
（
巻
上
天
地
開
關
章
本
伝
）
を
本
書
仮
名
点
で
は

「
タ
ト
キ
」
（
巻
上
一
丁
裏
一
行
右
）
と
し
、
同
箇
所
に
つ
い
て
の
乾
元
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
片
仮
名
点
と
同
じ
形
に
な
っ
て
い
る
点
な
ど
に
も
見
え
る
。

　
ま
た
、
敬
語
の
用
い
ら
れ
方
の
差
異
も
、

映
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、

諸
本
間
の
訓
読
の
差
異
を
反

・
巻
上
天
地
三
二
章
で
天
守
中
主
尊
の
み
を
他
神
よ
り
高
く
扱
う
こ
と
は

な
い
。

・
面
上
大
八
洲
生
成
章
～
四
神
出
生
章
で
、
伊
弊
諾
尊
と
伊
舞
再
尊
の
間

に
差
異
を
付
け
な
い
。

・
巻
上
瑞
珠
盟
約
章
で
天
照
大
神
を
素
菱
鳴
尊
よ
り
高
く
扱
う
こ
と
が
あ

る
。

・
巻
下
海
宮
遊
行
章
で
彦
火
火
焔
見
事
（
山
幸
彦
）
を
、
特
に
そ
の
帰
還

後
は
火
關
降
命
（
海
幸
彦
）
よ
り
高
く
扱
う
。

等
の
点
に
お
い
て
寛
文
九
年
版
本
と
同
様
の
傾
向
を
示
心
て
い
る
。

仮
名
遣

　
前
項
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
仮
名
点
に
見
え
る
語
彙
は
ほ
ぼ
寛
文
九

年
版
本
の
そ
れ
に
依
っ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
同
一
箇
所
に
注

さ
れ
た
同
一
の
訓
に
つ
い
て
、
そ
の
仮
名
遣
が
寛
文
版
版
本
の
そ
れ
と
異

な
る
場
合
が
散
見
す
る
。

　
こ
の
う
ち
濁
点
の
有
無
に
よ
る
差
異
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
両
本

の
濁
点
の
使
用
（
及
び
そ
の
判
読
）
の
粗
密
に
依
存
す
る
部
分
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
た
め
措
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
ら
以
外
に
も
、
例
え
ば
、
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搏

（
巻
上
天
地
開
開
章
本
伝
）

寛
文
版
本
　
　
ア
ヲ
ギ
　
巻
上
一
丁
表
五
行

本
書
仮
名
点
　
ア
フ
ギ
　
巻
上
一
丁
表
五
だ
4
7

の
よ
う
に
、
寛
文
九
年
版
本
の
そ
れ
に
見
え
る
誤
り
を
訂
す
る
形
に
な
っ

て
い
る
も
の
も
見
え
、
特
に
仮
名
遣
の
面
で
こ
の
よ
う
な
例
が
多
い
。
そ

の
一
囁
部
を
示
す
（
何
れ
も
「
V
」
を
は
さ
ん
で
上
が
寛
文
九
年
版
本
、
下

が
本
書
片
仮
名
訓
）
と
、

ヲ
V
ホ

五
百

日
目
〉
イ
ホ
（
巻
上
瑞
々
盟
約
章
　
他
）

ワ
行
〉
ア
行
に
関
す
る
も
の

　
　
獲
　
　
エ
〉
エ
（
大
八
洲
生
成
章
本
伝
）

　
し
か
し
、

え
ば
、

な
ど

な
ど

逆
に
本
書
の
方
が
誤
っ
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
例

杉浦克己

ハ
行
に
関
ず
る
も
の

イ
〉
ヒ

　
葦
牙

　
禍
　
駆
除

　
所
賜

エ
V
へ

漂
蕩

却

ア
シ
ガ
イ
V
ア
シ
ガ
ヒ

タ
グ
イ
　
〉
タ
グ
ヒ

ハ
ラ
イ
　
V
ハ
ラ
ヒ

タ
マ
イ
　
〉
タ
マ
ヒ

（
巻
上
天
地
開
關
章
本
伝
）

（
蘭
留
七
代
章
一
書
第
三
）

（
巻
下
天
尊
降
臨
章
本
伝
）

（
巻
下
天
尊
降
臨
章
本
伝
）

　
　
　
　
　
　
　
な
ど

タ
＼
ヨ
エ
V
夕
＼
ヨ
へ
（
巻
上
天
地
開
心
章
本
伝
）

カ
エ
テ
〉
カ
ヘ
テ
（
巻
上
大
八
洲
生
成
章
本
伝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

オ
V
ヲ

　
大
八
洲
　
オ
ホ
ヤ
シ
マ
V
ヲ
ホ
ヤ
シ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
上
七
丁
表
一
行
・
大
八
洲
生
成
章
）

等
の
他
、
四
つ
仮
名
に
関
す
る
、

教

ア
ヂ
ハ
イ
V
ア
ジ
ハ
ヒ

　
　
　
　
（
巻
上
六
丁
裏
四
・
大
八
洲
生
成
章
一
書
第
一
）

　
こ
れ
ら
の
う
ち
前
者
の
例
は
「
大
」
字
に
関
わ
る
訓
で
あ
っ
て
、
同
様

の
例
は
他
に
も
多
く
見
え
る
。
た
だ
し
「
大
」
字
に
つ
い
て
こ
れ
を
「
ヲ

ホ
」
と
し
た
例
は
寛
文
九
年
版
本
に
も
見
え
る
。
つ
ま
り
同
書
は
「
オ
ホ
し

と
「
ヲ
ホ
」
を
混
用
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
ヲ
ホ
」
の
み
が
用
い
ら
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れ
て
い
る
本
書
仮
名
訓
は
む
し
ろ
表
記
を
統
一
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
後
者
で
は
、
先
行
す
る
吉
田
本
系
統
の
諸
本
の
多
く
が

本
書
と
同
様
の
仮
名
遣
を
採
っ
て
お
り
、
語
自
体
が
既
に
加
点
当
時
あ
ま

り
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
先
行
の
諸

本
の
そ
れ
も
参
考
に
し
た
慎
重
な
態
度
の
現
れ
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。

　
一
方
、

阿
和
奈
伎

妖
哉

ア
ワ
ナ
ギ
V
ア
ハ
ナ
ギ

　
　
（
巻
上
三
丁
裏
六
・
天
地
開
關
章
一
書
第
二
）

ア
ナ
ニ
エ
ヤ
〉
ア
ナ
ニ
ヘ
ヤ

　
　
（
巻
上
六
丁
表
七
・
大
八
洲
生
成
章
一
書
第
一
）

な
ど
は
逆
の
例
で
、
前
者
は
そ
れ
自
体
が
訓
注
部
分
の
万
葉
仮
名
表
記
で

あ
り
、
「
和
」
字
に
つ
い
て
の
振
仮
名
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
「
ハ
し
と

し
て
し
て
お
り
、
後
者
も
後
に
当
該
本
文
に
つ
い
て
「
阿
那
而
南
丘
」
の

訓
注
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
「
へ
」
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
後
者
に
つ
い
て
は
近
傍
に
類
例
が
あ
っ
て
、

可
愛
　
エ
V
へ

（
巻
上
六
丁
表
八
・
大
八
洲
生
成
章
一
書
第
一
）

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
同
様
に
後
の
訓
注
「
可
愛
重
云
哀
」
に
従
っ

て
い
な
い
訓
で
あ
り
、
敢
て
訓
注
を
顧
慮
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

さ
え
思
わ
れ
る
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
体
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
誤
例

は
希
で
、
多
く
の
場
合
は
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
寛
文
九
年
版
本
の
仮
名
遣

を
統
一
的
に
正
そ
う
と
し
た
跡
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
書
仮
名
訓
は
、
寛
文
九
年
版
本
の
そ
れ
に
依
っ
た
も

の
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
の
ま
ま
に
移
点
し
た
も
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の

他
伝
本
、
あ
る
い
は
独
自
の
見
識
に
よ
っ
て
凄
酌
を
加
え
つ
つ
注
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

返
読
記
号
及
び
返
読
法

　
返
読
記
号
に
は
「
レ
」
「
二
…
一
」
「
下
…
上
」
が
用
い
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
点
も
寛
文
九
年
版
本
と
同
様
で
あ
っ
て
、
数
字
点
を
主
と

す
る
中
世
頃
ま
で
の
陰
型
本
と
は
異
な
る
。
「
レ
」
点
に
つ
い
て
は
、
中

世
頃
ま
で
の
例
で
は
、
当
該
漢
字
間
の
中
程
の
位
置
に
注
す
も
の
も
あ
る

が
、
本
書
で
は
近
・
現
代
の
そ
れ
と
同
様
に
左
に
寄
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　
返
読
法
で
諸
本
間
の
訓
読
の
差
異
を
顕
著
に
示
す
傾
向
の
あ
る
事
項
と

し
て
、
い
わ
ゆ
る
再
読
文
字
の
扱
い
や
使
役
字
を
含
む
文
の
訓
み
方
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
寛
文
九
年
版
本
と
ほ
ぼ
同

様
の
扱
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、
例
え
ば
「
未
」
字
に

つ
い
て
、
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未
之
信
（
イ
ッ
ハ
リ
ナ
ラ
ン
ト
オ
ボ
シ
テ
）

　
　
　
　
　
巻
下
六
丁
裏
四
行
（
天
孫
降
臨
章
本
伝
）

の
よ
う
に
、
漢
字
本
文
を
逐
量
的
に
読
み
下
す
の
で
は
な
く
、
ま
と
め
て

句
単
位
に
意
を
採
っ
た
訓
を
充
て
て
い
る
例
も
散
見
す
る
。
本
書
に
お
い

て
も
こ
の
部
分
で
は
、
三
字
の
間
に
朱
及
び
墨
で
熟
合
点
が
注
さ
れ
て
い

て
、
三
字
一
「
体
で
訓
む
べ
き
こ
と
を
併
せ
て
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
吉
田
本
系
統
の
諸
本
も
寛
文
九
年
版
本
も
同
様

の
訓
み
と
な
っ
て
い
て
、
本
書
加
点
者
が
底
本
を
斜
酌
し
な
が
ら
訓
点
を

注
し
た
と
い
っ
て
も
、
あ
る
程
度
固
定
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
読
み
の
あ

る
部
分
に
つ
い
て
は
先
行
書
の
そ
れ
に
従
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
も
の
と
受
け
取
れ
る
。

　
使
役
字
の
扱
に
つ
い
て
も
寛
文
九
年
版
本
と
同
様
で
あ
っ
て
、

使シ

　テ

ヲ

往才

　テ

レ

ミ
シ
ム
　
コ
レ
ラ

候
　
　
之

　
　
レ

　
（
巻
下
七
丁
裏
六
だ
4
7
・
天
孫
降
臨
章
一
書
第
二
）

の
よ
う
に
、
「
誰
々
を
」
の
部
分
か
ら
返
読
し
て
当
該
字
を
実
訓
で
「
シ

テ
」
「
マ
タ
シ
テ
」
等
と
読
み
、
「
何
々
さ
せ
る
し
の
部
分
に
使
役
の
意
を

表
す
「
シ
ム
」
等
を
訓
み
を
添
え
る
形
が
用
い
ら
れ
、
使
役
字
を
再
読
と

す
る
江
戸
時
代
の
漢
籍
の
類
の
版
本
一
部
に
見
え
る
形
や
、
あ
る
い
は
、

「
誰
々
を
し
の
部
分
に
「
ヲ
シ
テ
」
を
読
み
添
え
、
「
何
々
を
」
の
部
分
か

ら
返
読
し
て
当
該
字
を
「
シ
ム
」
等
と
囲
む
近
・
現
代
の
漢
文
訓
読
と
は

異
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
以
外
の
部
分
も
含
め
て
本
書
書
き
込
み
の
墨
点
に
よ
る
訓
読
は

返
読
法
の
上
で
は
大
略
寛
文
九
年
版
本
の
そ
れ
と
同
様
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
る
。

ま
と
め

　
以
上
の
考
察
を
改
め
て
ま
と
め
る
と
、
本
書
に
見
え
る
訓
点
の
う
ち
、

朱
で
施
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
及
び
声
点
等
は
、
い
わ
ゆ
る
吉
田
本
系
統
の
伝

本
、
就
中
弘
安
本
（
兼
方
本
）
　
・
乾
元
本
（
兼
夏
本
）
の
そ
れ
に
近
く

（
さ
ら
に
声
点
に
つ
い
て
は
明
徳
本
（
龍
門
文
庫
本
）
も
）
、
お
そ
ら
く
こ

れ
に
類
す
る
何
本
か
を
底
本
と
し
て
注
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
墨
に
よ
る

片
仮
名
点
は
仮
名
遣
い
や
濁
点
の
使
用
な
ど
か
ら
推
し
て
、
吉
田
本
系
統

の
諸
写
本
よ
り
は
む
し
ろ
寛
文
九
年
版
の
そ
れ
に
類
似
す
る
点
が
多
く
、

お
そ
ら
く
こ
れ
を
底
本
と
し
て
、
同
本
の
そ
れ
に
独
自
の
見
識
に
よ
る
補

訂
を
加
え
つ
つ
注
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
加
点

の
時
期
は
、
寛
文
九
年
を
遡
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

も
う
少
し
降
っ
て
、
江
戸
時
代
中
期
あ
る
い
は
後
期
と
考
え
る
の
が
最
も

穏
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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本
書
に
見
え
る
訓
読
は
、
明
ら
か
に
複
数
の
伝
本
を
斜
撫
し
な
が
ら
注

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
声
点
に
つ
い
て
は
底
本
の
そ
れ
を
忠
実

に
移
転
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ヲ
コ
ト
点
に
つ
い
て
は
書
き
込
み

者
の
見
識
に
よ
る
取
捨
が
行
わ
れ
、
そ
れ
は
専
ら
助
詞
・
助
動
詞
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
を
表
す
も
の
と
し
て
注
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
片
仮
名
訓
に
つ
い
て
も
仮
名
遣
を
統
一
し
、
合
字
や
訓
字
を
限
定
的
に

用
い
る
な
ど
、
同
様
の
補
訂
の
後
が
見
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は

ヲ
コ
ト
点
や
返
読
符
、
仮
名
訓
が
当
時
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
受
取
ら

れ
、
訓
読
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
書
の
よ
う
な
書
き
込
み
を
持
つ
臨
本
は
、
日
本
書
紀
に
つ
い
て
も
、

本
書
以
外
に
も
数
多
く
存
し
て
い
る
。
私
自
身
も
各
所
の
蔵
書
目
録
の
類

を
た
よ
り
に
そ
の
い
く
つ
か
を
実
見
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
き
て
は
い
る

が
、
各
々
の
持
つ
訓
読
や
解
釈
の
跡
は
多
様
で
、
今
後
、
訓
読
の
変
遷
を

考
え
る
上
で
の
重
要
な
資
料
た
り
得
る
と
の
思
い
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
書
き
込
み
を
持
つ
版
本
は
、
版
本
そ
れ
自
体

と
し
て
は
書
誌
的
に
は
無
記
入
の
も
の
に
次
ぐ
位
置
し
か
占
め
得
な
い
も

の
と
し
て
扱
わ
れ
、
蔵
書
目
録
な
ど
に
も
漏
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
も
残

念
な
が
ら
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
書
紀
の
訓
読
や
解
釈
の
跡
を

追
う
た
め
の
新
た
且
つ
豊
富
な
資
料
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
書
き
入
れ
諸
本

が
果
た
す
役
割
に
期
待
し
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
お
茶
の
水
図
書
館
の
担
当
各
位
に

資
料
の
閲
覧
に
つ
い
て
ご
高
配
を
賜
っ
た
こ
と
を
銘
記
し
、
改
あ
て
深
謝

申
し
上
げ
た
い
。

ω
　
黒
板
勝
美
　
　
『
撰
進
千
二
百
年
紀
念
日
本
書
紀
古
本
輯
影
』
（
大
正

十
二
年
）

②
　
林
　
勉
　
　
　
「
三
手
文
庫
本
日
本
書
紀
に
つ
い
て
1
本
文
に
関
す
る

　
契
沖
本
書
入
を
中
心
に
し
て
一
」
『
論
集
上
代
文
学
第
十
二
冊
』
（
昭

　
和
五
十
七
年
・
笠
間
書
院
）
、
及
び
「
三
手
文
庫
本
日
本
書
紀
書
入
に

　
み
ら
れ
る
誓
事
の
書
紀
訓
読
（
1
）
1
合
符
か
ら
返
点
へ
一
」
『
論
集

　
上
代
文
学
第
十
三
冊
』
（
昭
和
五
十
九
年
・
笠
間
書
院
）

㈹
　
杉
浦
克
己
　
　
「
朱
筆
書
き
入
れ
本
寛
文
九
年
板
日
本
書
紀
に
つ
い
て
」

　
（
東
京
都
立
第
五
商
業
高
等
学
校
『
研
修
第
二
三
号
』
・
昭
和
五
十
九

　
年
）
、
及
び
『
六
種
対
照
臼
本
書
紀
神
代
巻
和
訓
研
究
索
引
』
（
平
成
七

　
年
・
武
蔵
野
書
院
）

ω
　
寛
文
九
年
版
本
で
は
こ
の
訓
注
と
整
合
を
取
る
た
め
か
、
当
該
の
本

　
上
被
注
漢
字
「
慣
し
字
に
も
「
ハ
ッ
ナ
し
の
振
仮
名
が
施
さ
れ
て
い
て
、

　
前
後
が
通
じ
な
い
。
本
書
で
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
ハ
ナ
チ
」
の
振
仮

　
名
が
墨
で
注
さ
れ
て
い
る
。
な
お
他
の
吉
田
本
系
統
の
諸
本
は
「
ハ
ナ

　
チ
ス
」
と
サ
変
動
詞
を
補
っ
た
訓
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
推

　
す
と
本
書
の
「
ハ
ナ
チ
」
は
、
こ
れ
ら
吉
田
本
系
統
の
何
本
か
に
依
っ

　
た
の
で
は
な
く
、
寛
文
九
年
版
本
の
そ
れ
に
依
り
な
が
ら
、
独
自
の
考
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え
も
加
え
つ
つ
注
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

⑤
　
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
1
『
古
代
史
籍
集
』
（
昭
和
四
十
七
年
頃
八

　
木
書
店
）
の
影
印
本
に
よ
る
。
同
書
十
九
頁
六
行
）

⑥
　
本
書
の
朱
と
墨
の
書
き
入
れ
そ
の
も
の
が
が
別
筆
で
あ
る
、
と
断
定

　
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
書
き
入
れ
の
時
期
が
異
な
る
、
と
断
定
す

　
る
も
の
で
も
な
い
。
依
っ
た
所
の
底
本
が
異
な
る
で
あ
ろ
う
と
の
推
定

　
の
上
に
立
っ
て
、
各
々
独
自
の
観
点
か
ら
施
さ
れ
た
訓
点
で
あ
ろ
う
と

　
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

m
　
前
掲
（
三
）
の
『
六
種
対
照
日
本
書
紀
神
代
巻
和
訓
研
究
索
引
』
研
究

　
篇
⑧
　
弘
安
本
・
乾
元
本
に
つ
い
て
前
掲
（
三
）
の
『
六
種
対
照
日
本
書
紀
神

　
代
巻
和
訓
研
究
索
引
』
の
索
引
篇
作
成
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
た
メ

　
モ
に
基
づ
い
て
本
書
の
声
点
と
比
較
し
た
。

⑨
　
鈴
木
豊
　
　
『
日
本
書
紀
神
代
巻
諸
本
声
点
付
語
彙
索
引
』
（
昭
和
六

　
十
三
年
・
早
稲
田
大
学
秋
永
研
究
室
）

⑩
　
寛
文
九
年
版
本
で
促
音
便
ツ
表
記
と
な
っ
て
い
る
部
分
を
、
促
音
便

　
無
表
記
と
す
る
か
非
音
便
形
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
吉
田
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT

　　The　Keicho　Chokuhan　Nihonshoki　is　a　printed　text　of　the　first　two

books　of　the　Nihonshohi　published　in　1599　under　the　order　of　the　Emperor

Goyo2ei．

　　An　edition　of　this　text　in　the　collection　of　the　Seikido　Bunko　has
Kunten　（marks　indicating　h6w　to　render　Chinese　text　into　Japanese）　added

in　the　18th　century．

　　These　Kunten　use　as　their　source　of　reference　to　hand－written　copies

of　the　Nihonshoki　from　the　medieval　period．

　　These　indicate　how，　from　the　middle　ages　to　the　Edo　Period，　Kunten

for　the　Nihonsholei　were　made　more　simplified　and　systematic　especially

with　regard　to　Kana　orthography　and　rules　for　Wokototen．


